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未来を生きる子ども達のために、今私達ができることを話し合い、
地域と学校が一緒になって、みんなが楽しく、わくわくするような活動を行いましょう。

コミュニティ・スクールとは

学校運営協議会ではどんな話し合いをするの？

topic 1

校長：素直で優しい本校の子ども達が、主体性
を発揮し、自己決定のよさを感じてほしいと願
っています。ご意見をお願いします。
委員：うちの学校の子ども達にぴったりの願い
だと思います。ボランティアで地域行事の手伝
いをしてくれていた子どもが、自分の仕事が終
わると、「次に何をやりますか？」と聞いてくれ、
すごく明るい顔でがんばっていました。

委員：私は町内会で防災を担当しています。学校の
授業と連携して、子ども達も一緒に自分達の暮らす
地域の防災について考え、行動できる場をさらに充
実させてみてはどうかと考えています。
委員：そのために、まずは、総合的な学習の時間で
地域を支えている人と交流してみてはどうでしょう
か。私も先生と相談して、どんな人材が子ども達の
意欲を引き出せるのか、地域で探してみたいと考え
ています。

地域とともに、地域ならではの魅力ある学校づくりを目指します。

参加者が学校運営のよきパートナーとして
Let’s（みんなで一緒にやりましょう）という姿勢で話し合います。

　「学校運営協議会」を設置した学校のことです。この協議会は、地域住民や保護者、学校の先生等が
集まって、子ども達へかける願いとその実現のためにできることについて話し合い、未来を生きる子

ども達に必要な具体的な活動を地域と学校が協働して行う新し
い仕組みです。学校が、多様な人が交流し多様な学びが生まれ、
多くの子ども達の居場所となるように。そして、学校を拠点と
して、誰ひとり取り残さない空気に満ちた地域が広がっていく
よう、成果を急がず、語り合いをベースに学校にあった活動を
進めていきます。

令和７年度には、桜井中・東山中がコミュニティ・スクールとして
発足します。安城北部小・桜林小・安城南中では、コミュニティ・
スクール創設のための準備を始めます。
順次、市内小中学校にコミュニティスクールを拡大していきます。

安城市・安城市教育委員会

例えば… 学校の課題に対して、協議会でできることを話し合います。

問▶学校教育課（☎〈71〉2254）
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問▶都市計画課（☎〈71〉2243）
topic 2

車道混在（矢羽根型路面標示）

自転車が通行するところを示していますが、自
動車やバイク・原付も通行できます。それぞれ
の立場で思いやりをもって、安全な速度で通行
しましょう。

自転車等の軽車両や、電動キックボード等の特
定小型原動機付自転車が通行するところです。
自動車やバイク・原付は原則通行できません。
※左折時等、あらかじめ左側による必要がある
ときは通行可。

　安全で快適に自転車を利用できるよう、全国的に自転車の通行位置を示す
路面標示（自転車通行帯）の整備が進められています。
　標示には種類があり、それぞれルールがあることを知っていますか？

自転車専用通行帯

※�以下の場合は歩道を 
通行できます。

◦通行可の標識がある
◦13歳未満、70歳以上
◦車道通行が困難な時

　本市でも、歩行者・自転車・自動車がそ
れぞれ安全に通行できるよう自転車の通行
空間整備を進めています（QRコード参照）。
　3月末には、市内で初めて自転車専用通行帯を整備
します（デンパーク東交差点から広畔橋北交差点まで
の区間に自転車専用通行帯と車道混在を整備します）。

一列で通行2

自転車は、道路交通法では軽車両に位置付けられている「車のなかま」
です。道路を通行するときは、交通ルールを守り安全運転を心掛けま
しょう。

車道の左側を通行し※、逆走は禁止1 歩道を走るときは
歩行者優先3


